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／ンド洋で見7こ星座
山　本 一　清
　自分は，さきに外遊して，アメリカに可なり長く滞在し，それから欧州の各
地を孚年ほさも族しまはつtcが，其の間，入間の住む野々の景色にはいろいろ
の珍らしさがあって，時々の心を慰めた。しかし自分にSつて今一つ「外國氣
分」のしないものがあった。それは邸ち天に見える星座のこεであった。アメ
リ・カでも歓羅巴でも，やはり，北斗が見え，牽牛や織女が見え，プレヤデスが
見え．オリオンが見え，カシオペ，ベルセ，アンドロメ，セフエ，獅子，乙女
な汐，撒へ上げるε，すべて日本に居て見馴れてゐナこものばかりが見へてるる
のだから，書は人間相ひ手にいろいろ心が紛れてみても，夜になるxS全く生れ
故郷の日本に居るやうな心持ちであった。一一勿論，天の星を見て，日本に居
るやうな氣持ちになるのは，留る意味に於いて，嬉しい事の一つであっナこ。外
客にみる他の多くの日本人たちは，むしろ，鯨り外陰くさい氣分が身の凝りに
多過ぎて，大丈夫ε思ふ三々までが可なりホーム・シクに橿まされてるtので
あるから，自分が夜の星さえ見れば生れ故郷に居るやうな氣持ちになれるこミ
は，多くの在外の口無入ずこちを羨やましがらせるわけでもあり，叉，「この感じ
は自分が職業（或は趣味）上から與へられナこ特擢である」やうにも思はれt　fO’・’，
しかし，
　「贅澤な慾心を起すな！
ε時々は友人からからかはれながらも，外耗に來て居るのだから本統に外國氣
分になって見ずこいξ，時々は思っナこ。
　尤も，欧米族行中，可なり緯度の違った所へは行った。最も低い緯度εして
は北：米Pリフオニア州のサンデーコ“市の北緯三十二度四十三分から，最も高い
緯度Eしては大英國エデンバラー市の北緯五十五度五十七分まで，南北二十三
度の範園にわたるのであったから，北極星の高度も．土地々々によって，すい
ぶん，低くも高くも見ナこQしかし，自分の故郷の京都が北緯三十五度一分であ
って，冬の南天にはカノプスも見える暗所なのであるから，自分の欧米族行悩
は，殆んさ常に京都以北の土地にのみ居たわけで，從って，京都で見ない珍ら
しい星座を一・つも見る機會は無く，つまり，見直した星ばかりを，さこへ行っ
ても見せられてみたのである。
　「京都からはカノプスが見えますよ」
ミ言って，自分は此所彼所の天文家ナこちを羨やましがらせたこミもある。
　「新しい星座が見たい」
ミきさき自分はこんな事を思った。一一一一だから，1924年の末，オランダのライ
デン天文皇で偶々南アフリカへ聾り行くインネス教授に會ひ（「天界」第51
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號蜘22ページ参照，）「アフリカへ來ませんか」ε切りにすNめられナこ時，
　「凋り族の身なのならば，勿論εんで行きます！！」
ε挨拶しナここεもある。
　ミころが，在外期間もいよいよ終りに近づいて，1925年の一月の末にナポリ
から般に乗り，東へ，刻一刻，日本への蹄路に就いた。此の餓り路に，船がa
ンド洋を通って呉れるこεが無上に嬉しいこεであっk。　（欺洲を去る前，或
る友入たちか，シベリア鐵道によって鋸束したら，時間もかXらなくて好から
うミ，親切に注意して呉れナこっしかし，自分は，やはり，星を見ナこいがため，
シベリア族行よりも，インド洋を望んだ。
　器がナポリを出た其の夜から，早くも自分は南の天室にあこがれた。そして
出帆の翌夜．既に，カノープスを南の水李線に見た。あへて「始めて」εいふ珍
らしさの星ではないが，自分が京都を出獲して以來三ケ年の間，全く「見られな
かつナこ星であるから，久しぶり友ε會ふ心が嬉しかつナこ。
　ニ二月一日には般が北緯二十九度の線を越えて，自分：三しては生：れて全く始め
ての境地に入つナこ。（大正七年に自分は鳥島へ日食観測に行ったこεがある。
その鳥島は北緯三十度であった。）そして其の夕暮時，切りに南の地李線を眺
めて，途にアカ1ナ1星を登見しナこ。エリダン座のア星で，有名な一等星であ
る。こsに始めて，学統の新しい繧験をしたわけである。勿論，うれしかつfこ。?
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　　肇朝は四時に床を飛び出して甲板に上つナこ・その前夜，船の遽度から計算し
　て見て，南十字の星座が大丈夫見える頃だミ思ったから・一一果して豫想の如
　く，紅海を進む船の右舷に低く，かつて檜で見たまxの十字架星座ご，其の左
　：右にはセンタウル座のア，べ爾星が水上に浮き上って，日出前の嶢天を飾って
　ゐXo愉快々々。一一猫りでは物足りなく，直ぐに英子をよび起して之れを見
　せナao
　　其の翌日からは此の十字星ミセンタウル星Sは漸衣高く現はれるやうになつ
　て，いよい杢，身は南國に居るこいふ感じを深くした。
　　ご月七日には同船者たちの求めによって，自分は簡輩な天文講話を試みた。
　軍なる趣味の會であるし，叉，時間も充分でなかったので，自分は大した事を
　話さなかつナこ。しかし，ミにかく北緯十度に近いインド洋上を馳ってみて，季
　節の都合上，今でなければ見えない団々も可なりあるのであるから，其の意味
　での星座案内をするのが好からうε思ひ，あらかじめ二枚の星躍をコン＝ヤク
　版に刷って貰って，通れを人々に配ったりした。其の圖が今こNに出す二葉の
　圖である。
　　會に集まるもの三十人ばかり。其の中には船のオフイサ’一一　tcちも交ってゐナこ。
　時は恰も冬の季節であるから，（インド洋上の冬は　暑さに苦しめられるはだか
　暮しであったけれさの見える星々の中で，カノープスミアカーーナーミを除けば
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美しいものは，やはりオリオンを中心εした輝星の一一團である。だから，多く
は，日本内地でも見えるものであるが，ナこ噸七等が
　　　（一）　酢熱の夕室を飾ってみるこε，
　　　（二）　オリオンが天頂に穿てみるこε，
が，全く日本では経験し得られないものであり，それに爾，南天は淋しい中に
　　　（三）　カノ1プスミアカiナ1こが相並んで可なり高く，それぞれ，ア
　　　　　ルゴ甜をエリダン河の全輻を率みて天一ぽいに鑛がつてみるこミ
が偉襯である。こうして見るS，北の温帯地方人士に愛されるふたこやしsの
星座な3は，美は美なりご錐♂も，何εなく箱庭的なものである。
　回天の室はおとめ，さそり，いて，それに牽牛，織女，アークbウル等の星
々があるが，珍らしさ〉一，美しさεは，何Sいっても南十字架εセンタウルの
こ星ミに及ぶものは無い。そして此の爾星座の景色が，吾々見る者をして，全
く異境にある思ひを心底から感じさせる。
　「ほんεうに，外國へ來てるるのだ！！」
此の心持ちを以って胸一ぱいにさせるのが此等の田々である。
　自分は南十字の星座を回想以上に美しい星座だε感じナこ。爲眞は，かつてハ
ーゾード天文毫に居る頃見たこεもあって，箪に形ちだけは珍らしいものでは
無いのだが，此の星座の美は，決して形ちばかりでは無い。其の光輝，其の色
白の周園，其の位置が皆猫特な美観を添えてみる。英子は搾れを
　「繋縛しい星座ですね」
S言ったが，全く，一種の角質な感じを與へる。一一殊に形ちがロマ式の十文
字を表はして，其の釣り合ひも非常に好い。キリスト敏の信者たちが之れを天
來の美象εしてあこがれるのも無理は無いミ思ふ。
　セン璽ウルのア，べ四叉も確かに入を惹きつける星であるが，近代天文學の
初歩を黒んだものは，此のア星が我が太陽系に最も近い星だεいふのを聯想し
て，特別な親しみを壁える。すぐ引き合ひに出されるアルファ・センタウリの
星σ此の有名な星が冬の多罪にゴガε南北相封して，諸星の牛耳を取って張く
輝やいてるるのは何εなく嬉しい満足を與へる。
　北極の北極星に令して，南極は淋しい。しかし，幸ひにして，セン蓼ウルの
ア，べ爾星を直角に二等分しナこ線ξ，十字架星の長軸を延ばしナこ線ざがほX’南
極で交はるやうに敬へてくれる。
　赤道直下に於いて北極星ミ北斗七星εは誠に憐れな星々である。自分はシン
ガポアに着く日の早曉，船が北緯一度十分ミいふ極限に達しナこ時，甲板に出て
星を見ナこ，上記，十字架やセンタウルの星団が高く輝いて吾がもの顔に天室を
占領してみるに引きかへ，北斗が力弱く輝やきつN西北の下馬に蓮晒し，北極
星は淡い需の中に隠れて全く見えなかつナこ。
　　　　　　　　　　インド洋で見7；星座（山本）一ナこより　　　　　　　127一　　天文を知る者の常識ミして，南天の珍らしい星々は，一度は見て置く卸値が　あるミ自分は思ふ。シンガポアまで出かければ充分である。季節は年末年初の
　頃か，又は七，八月頃が好からう。九月，十月の頃は太陽がさそり座に搾る季
　節であるから，セン虫ウルや十字星をも其の光輝の中に隠して観望をさまナこ1ナ
　る。十二月頃の夕暮には，上記の星々の外に，まだ，大小二二つのマゼラン雲が
　南天に見える時である。之れも亦見逃がすべからざるものである。一一自分は
　二月十三日以來マゼラン大雲の方を見ナこ。「天の河の面面」だε，かねて，きか
　されてみたものであるが，三際は「天の河の断片」以上に光りも強く，構造の複
　雑なこεが肉眼にも見えた。マゼラン小雲の方は逡に見なかったのは残念であ
　っナニ。之れには一月，二月Sいふ時季が少しく遅すぎた。
　　日本は幸ひ長く南北にも延びナこ國であるから，皇灘へ行けば，北緯二十二度
　にも達するこミが出庫て，從って可なり南方の温々が見られる。マゼラン雲は．
　大小二つながら見えないだらうミけれさ，十字架やセンタウル爾星は其の姿を
　全く地響上に現はしてくれる。時季は年年二月から七月までが好からう。
　　勿論，小笠原以南の南洋委任統治領土は，南の星々を見るには毫灘以上の便
　宜がある。行く人は是非かうした星の観望を忘れられないこεを望む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31，　1，　1926）
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が，大攣面白い詩た見付けましすこ。御存知か
も知れまぜんが御知らぜしますo
Distant，　s¢intillating　star，
Sha］1　r　tell　you　wliat　you　are　？
’Nay，　for　1　can　merely　know
VV’hat　you　，were　some　years　ago．
For　the　rciys　that　reach　me　here
May　have　left　your　photosphere，
Ere　the　fight　of　Waterloo，
Ere　the　pterodactyl　flew　！
Many　stars　have　passed　away，
Since　your　ether－shaldng　ray
On　its　lengthy　joumey　sped．
So　that　you，　perhaps，　are　dead．
　　　＊　；N・　：1：　　　　　＊　：y・
But，　supposing　all　is　weil，
What　you’re　made　o£　can　1　tell？
? ?
　Yes，　’twill　be　an　easy　tasl〈，
　If　my　spectroscope　1　aslc．
　There，　your　spectr皿1　now　is　spread，
　Down　from　ultra－blue　to　red，
　Crossed　by　dark　metallic　lines，
　Of　your　cooler　layer　the　signs．
　Hence　atnong　the　starry　spheres，
　You，ve　arrived　at　middle　years二
　You　are　fairly　ol（1　and　ripe，
　Of　our　sol’Ld　solar　type，
　Ah！　your　sodium　iine　is　seen
　Strongly　shifted　towards　the　green，
　Hence　you　are　approaching　me
　NVith　，a　huge　velocity．
　〃ロメ可ンのThe　Star　Wor工d亡云ふの［：
あるのですが，すつ亡以前のNature誌から
ミつ六ピ，　こSわってあります。
　よく韻の踏んであ為強味のある誌です。
　　　　　　　　　　岡　田　幸　雄
